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調査（遺構掘削）風景 

【はじめに】 

 上長瀬遺跡は、名張市最南端の上長瀬地区にあり、山間部を流れる名張川上流の右岸段

丘上にある遺跡です。ここから南に名張川を遡ると約２㎞で津市美杉町太郎生
た ろ お

になります。

太郎生地区には、中世（鎌倉～室町時代）の遺跡が多数所在しています。特に著名なもの

として、平清盛の曾孫
ひ ま ご

である六代の伝承がある五輪塔
ごりんとう

や日
ひ

神
かわ

石仏群、また以前は太郎生日

神不動前の山王権現社境内にあり、明治 40 年に太郎生瑞穂の国津
く に つ

神社に移された十三重の

塔などがあります。それらは、いずれも鎌倉時代の石造物として知られています。その太

郎生からさらに遡ると、奈良県御杖
み つ え

村に入り伊勢本街道にあたります。つまり上長瀬地区

は、伊勢本街道と名張市の盆地平野部を結ぶ交通路上に位置しています。 

 それでは、調査によって見つかった内容を見ていきましょう。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【屋敷跡】 

今回の調査で、鎌倉時代前半（お

よそ 800 年前）の建物跡が３棟見つ

かりました。３棟は別々のところに

あり、建物の方向がきれいに揃って

るため、これら全体で１つの屋敷跡

とも考えられます。建物の付近には、

土坑
ど こ う

（ごみ捨て穴）（直径約１ｍの円）

が見られます。建物は「掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

」

といい、柱を直接地面に埋め込んで

建てています。柱穴の中には、「根石
ね い し

」

といって、柱が沈み込むのを防ぐた

めの石が埋められているものもあり

ます。 

また建物の中に大きな土坑（４ｍ

×２ｍ程度）が見られます。この用

途は、台所や 厩
うまや

などが考えられてい

ます。 
 

調査区平面図 

線で結ぶ●は、掘立柱建物の柱穴 

根石のある柱穴 

建物内の土坑 



 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【瓦器】 

瓦器
が き

は、表面を燻して焼いた灰黒色の

素焼きの土器で、平安時代末～室町時代

にかけて近畿地方を中心に生産されま

した。今回出土したものは、鎌倉時代の

もので、当時、食器として使われていた

ものです。今回の調査では最も多く出土

した土器で、この遺跡を特徴づけるもの

です。奈良や京都に近い伊賀の遺跡から

は、瓦器が多く見つかっており、この上

長瀬の地も、畿内の文化圏であるという

ことが見てとれます。 

【東海地方の土器】 

近畿地方で瓦器が多く使用されていた時期

と同じくして、東海地方では「山
やま

茶
ぢゃ

椀
わん

」と呼ば

れる陶器が多く使われていました。山茶椀は知

多半島や渥美半島でつくられたとても固い土

器で、三重県では、伊勢平野側で多く見つかっ

ている中、ここ上長瀬でも、渥美産の山茶椀が

1 点、練鉢が 1 点の合計 2 点が見つかっていま

す。また南伊勢産の土師器鍋も数点見つかって

おり、伊勢方面との交流があったことがうかが

えます。 
 

【温石】 

温
おん

石
じゃく

とは、現代でいうとカイロです。

温めた石を布などで包み懐に入れていた

ようです。石には紐を通す穴もあけられて

います。この温石は、もとは九州産の石鍋

で、割れてしまったことにより、温石とし

て転用したようです。伊賀において温石が

見つかったのは初めてで、大変珍しい出土

品です。 

瓦器（皿・椀） 

土師器鍋・山茶椀 

温石 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査遺跡名  上長瀬遺跡 

所 在 地  三重県名張市上長瀬 

調査面積   ７７７㎡ 

調査期間   平成 24 年 7 月 25 日～10 月 16 日 

原因事業名  平成 24 年度一般国道 368 号（上長瀬）社会資本整備総合事業 

調査実施機関 三重県埋蔵文化財センター 

【おわりに】 
今回の調査は国道の改良工事

に伴って実施したもので、発掘

調査面積も決して大きくはあり

ません。しかし、名張川上流域

の発掘調査は、太郎生地域では

実施されていますが、名張市側

では今回が初めてです。この調

査によって、鎌倉時代に人々の

生活が営まれていたことが分か

りました。 
荘園が盛んに形成された平安

時代後期において、上長瀬を含

む名張川山間部は、御杖村まで

伊勢神宮領に属していました。

また遺跡のすぐ南にある国津神

社と名前を同じくする国津神社

が、太郎生にもあります。これ

らのことから、鎌倉時代のこの

遺跡が、太郎生の遺跡と何らか

の関係があるということとも十

分考えられます。 
上長瀬は、現在名張市におい

ては、中心部から離れた山間部

の地になりますが、当時は、山

を越える交通の地として、伊賀

や伊勢と強いつながりがあった

と考えられます。 
 今回の発掘調査現地説明会

が、東西を急峻な山に挟まれた

山間の集落における人々の歴史

に触れていただく機会になれば

と思います。 

●上長瀬遺跡 

●日神石仏群 

上長瀬遺跡位置図 
（国土地理院数値地図 1：25,000「倶留尊山」を使用） 


